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（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０１９／０２ 

〈２〉 

 
昨

年
夏

、
六

十
五

歳
の

誕
生

日
を

迎
え

た
夫

は
、

勤
務

し
て

い
た

会
社

で
の

定
年

延
長

も
終

了
、

め

で
た

く
退

職
と

な
っ

た
。

 

 
夫

は
技

術
屋

で
、

三
度

ば
か

り
転

職
を

経
験

し

て
い

る
。
「

こ
の

会
社

一
筋

」
と

い
う

わ
け

で
も

な

か
っ

た
の

だ
が

、
そ

れ
で

も
明

日
か

ら
も

う
仕

事

に
行

か
な

く
て

い
い

と
い

う
の

は
強

烈
で

あ
っ

た

よ
う

だ
。

そ
の

日
夜

遅
く

、
夫

は
二

人
の

同
僚

に

両
脇

を
支

え
ら

れ
、

赤
や

ピ
ン

ク
の

花
束

と
一

緒

に
タ

ク
シ

ー
で

帰
宅

し
た

。
社

交
は

苦
手

で
酒

に

は
強

い
夫

に
し

た
ら

、
と

て
も

珍
し

い
こ

と
。

 

 
ち

ょ
う

ど
そ

の
日

は
金

曜
日

。
翌

週
か

ら
夫

の

リ
タ

イ
ア

ラ
イ

フ
が

始
ま

っ
た

。
 

 
私

は
こ

の
日

が
来

る
の

を
ず

い
ぶ

ん
前

か
ら

恐

れ
て

い
た

。
夫

の
退

職
は

、
妻

に
と

っ
て

た
い

へ

ん
な

出
来

事
で

あ
る

。
試

み
に

パ
ソ

コ
ン

の
検

索

で
、
「

夫
の

退
職

」
と

言
葉

を
入

れ
て

み
る

。
画

面

上
に

、
「

妻
の

う
つ

病
」
「

妻
の

年
金

」
「

妻
の

う
つ

病
 

割
合

」
と

、
続

い
て

現
れ

出
て

く
る

言
葉

を

見
て

、
ド

キ
リ

と
す

る
。

 

 
年

上
の

友
人

た
ち

か
ら

、
「

た
い

へ
ん

よ
ぉ

」
と

よ
く

聞
か

さ
れ

て
き

た
。

毎
朝

出
か

け
て

夜
帰

っ

て
き

た
一

家
の

主
が

あ
る

日
を

境
に

１
日

中
家

に

い
る

よ
う

に
な

る
。
「

趣
味

の
お

稽
古

に
行

く
の

も

気
兼

ね
な

の
」
「

掃
除

機
か

け
て

る
途

中
で

、
時

間

が
来

た
か

ら
出

か
け

よ
う

、
後

は
帰

っ
て

来
て

か

ら
っ

て
、

そ
の

ま
ま

置
い

と
く

わ
け

に
い

か
な

く

な
っ

た
し

ね
」
「

な
ん

だ
か

見
張

ら
れ

て
る

よ
う

な

気
分

で
。
再

就
職

し
て

く
れ

て
、
ほ

っ
と

し
た

わ
」

 

 
一

方
で

、
ル

ン
ル

ン
の

友
人

も
い

た
。

夫
の

退

職
後

、
妻

は
そ

れ
ま

で
か

か
わ

っ
て

き
た

Ｎ
Ｐ

Ｏ

法
人

で
ど

ん
ど

ん
仕

事
が

増
え

て
、

家
事

は
夫

が

肩
代

わ
り

。
本

来
器

用
で

凝
り

性
の

夫
は

、
料

理

の
腕

も
め

き
め

き
上

が
り

、
孫

の

保
育

所
送

り
や

急
病

の
Ｓ

Ｏ
Ｓ

も
、
ば

あ
ば

で
は

な
く

じ
い

じ
に

電
話

が
か

か
っ

て
く

る
。

自
由

を
謳

歌
す

る
よ

う
に

な
っ

た
彼

女

は
言

う
。「

で
も

、
１

週
間

に
１

度
は

彼
の

手
作

り

の
夕

食
を

食
べ

な
い

と
い

け
な

い
。

そ
れ

が
面

倒

く
さ

く
っ

て
」
。

話
を

聞
い

た
私

た
ち

は
、
「

あ
ん

た
な

ぁ
�

�
」

と
呆

れ
た

も
の

だ
。

 

 
さ

ぁ
て

、
う

ち
は

ど
う

な
る

の
だ

ろ
う

と
私

は

考
え

た
。

幸
い

私
は

日
中

仕
事

に
出

て
い

る
。

数

年
前

自
閉

症
と

い
う

障
害

を
持

つ
上

の
子

が
高

校

を
卒

業
、

生
活

介
護

事
業

所
に

通
所

す
る

よ
う

に

な
り

、
彼

の
生

活
が

安
定

し
て

き
た

。
学

校
の

時

の
よ

う
に

夏
休

み
も

な
け

れ
ば

「
テ

ス
ト

で
早

帰

り
」

と
い

う
こ

と
も

な
い

。
そ

こ
で

、
平

日
彼

が

通
所

し
て

い
る

間
の

９
時

前
～

午
後

４
時

前
の

数

時
間

、
私

は
仕

事
に

出
る

よ
う

に
な

っ
た

。
だ

か

ら
日

中
ず

っ
と

夫
と

一
緒

と
い

う
こ

と
は

な
い

。
 

 
そ

れ
で

も
不

安
だ

と
、

い
つ

も
相
談

に
の

っ
て

も
ら

っ
て

い
る

友
人

に
話

す
と

、「
あ

ん
た

と
こ

は
、

ま
だ

ま
だ
『

子
育

て
』

や
ろ

。
こ

れ
か

ら
は
２

人

で
で

き
る

や
ん

。
夫

さ
ん

に
も
力

に
な

っ
て

も
ら

え
る

よ
」

と
言

っ
て

も
ら

っ
て

、
ほ

っ
と

し
た

。
 

 
案

ず
る

よ
り
産
む

が
易

し
。
蓋

を
開

け
て

み
る

と
、

夫
の

退
職

後
、

私
の

生
活

は
楽

に
な

っ
た

。

そ
れ

ま
で

朝
６

時
過
ぎ

に
出

勤
す

る
夫

に
弁
当

を

作
っ

て
い

た
の

だ
が

、
も

っ
と

遅
く
起

き
て

も
よ

く
な

っ
た

。
９

時
前

に
私

は
家

を
出

て
仕

事
に

行

く
の

だ
が

、
息

子
の

送
迎
車

の
到
着

が
８

時

45分
。

道
路

が
混

ん
で

送
迎
車

の
到
着

が
遅

れ
る

と
、

私
は

遅
刻
ぎ

り
ぎ

り
に

な
る

。
そ

こ
で
息

子
の

送
り

出
し

は
夫

に
お
願

い
す

る
こ

と
に

し
た

。
つ

い
で

に
ゴ
ミ

出
し

も
夫

が
担
当

。
朝

、
私

は
家
族

４
人

分
の

お
昼

と
弁
当

を
用
意

し
て

、
天

気
が

よ
け

れ
ば

夜
洗
濯

し

た
洗
濯
物

を
外

に
干

し
て

、「
行

っ
て

き
ま

す
！

」
と

家
を

出
る

。
天

気
が
悪

い
時

に
は

、
洗
濯
物

は
私

は

さ
わ

ら
な

い
。
空

の
具

合
を

見
て

、
夫

が
室
内

に
干

し
た

り
、
浴
室
乾
燥

を
利

用
し

た
り

す
る

。
も

と
も

と
買

い
物

が
大
好

き
な

夫
が

食
材

の
購

入
を

一
手

に

引
き
受

け
、

そ
れ

ま
で
頼

ん
で

い
た

生
協

の
個
配

は

や
め

た
。

食
事

作
り

は
食

い
意
地

の
張

っ
た

私
の
担

当
だ

。
食

事
の

後
片
付

け
は

、
２

年
前
購

入
し

て
私

が
使

い
こ

な
せ

な
い

で
い

た
食
洗

機
で

、
夫

が
き

れ

い
に

し
て

く
れ

る
。

も
ち

ろ
ん

食
器
棚

の
中

に
収

め

る
と

こ
ろ

ま
で

。
夕

食
は

家
族

４
人

で
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

う
し

て
の

ん
び

り
と

穏
や

か
に

な
っ

た
生

活
に
今

は
満
足

し
て

い
る

。
 

 
と

は
い

え
、
私

の
パ

ー
ト

と
夫

の
年

金
だ

け
で

は
、

家
の
ロ

ー
ン

を
抱

え
た

生
活

は
厳

し
い

。
夫

は
ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
通

う
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
ん

な
折

、
上

の
子

が
夜

39度
の
熱

を
出

し
た

。
翌

日
医
者

に
連

れ

て
行

っ
て

や
ら

ね
ば

な
ら

な
い

。
「

私
は

仕
事

」
「
俺

は
再

就
職

の
セ
ミ
ナ

ー
だ

」
。
押

し
問
答

の
あ
げ

く
夫

が
譲

っ
た

。
翌

朝
夫

が
ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
電

話
す

る

の
を
横

で
聞

い
て

い
て

、
私

は
吹

き
出

し
そ

う
に

な

っ
た

。「
す

み
ま
せ

ん
、
今

日
欠
席

し
ま

す
。
実

は
子

ど
も

が
熱

を
出

し
て

�
�

」
 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）

 
パ

ー
ト

勤
務

の
主

婦
。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。

市
民

活
動

、
文

化
活

動
に

も
励

ん
で

い
ま

す
。

 

言いたい放題！ アッキー28 号（31）       夫の退職 



（子どもをテストで追いつめるな）    ＬＩＰ ２０１９／０２ 

〈３〉 

「おかしい」と声を上げよう 

 子どもをテストで追いつめるな！ 12・22 大阪集

会は 180 名以上の方が集まり、大変な熱気と参加者

の強い関心の下で開かれました。 

 集会では初めにパネルディスカッションの問題提

起を濱元伸彦さん（保護者・京都造形芸術大）が行

いました。問題提起は「Let's Speak Up！ 今、学

力テストに追いつめられる学校と子どもたち」と題

して、大阪市の吉村市長が全国学力テストの生徒の

点数を学校予算や教職員の評価や給与に反映すると

いう制度作りを進めているが、それはテスト対策の

過熱、教職員の士気・意欲の低下、子どものテスト

不安の強まりによる心身の失調や不登校の増加など

をもたらす、と実例を挙げて指摘され、多くの保護

者が望んでいることは子どもたちが安心して楽しく

過ごせることだ、「学力テストの順位を上げてほしい」

というのは市長らのニーズに過ぎない、こうした状

況がおかしいというならおかしいという声を口に出

してはっきり言うべきだと提起しました。 

めざすべき成果は「総合力」 

 パネラーの住友剛さん（京都精華大学）は、生活

のしんどい子どもと家庭、地域、そして教職員を 10

数年見てきた立場から、「学力どころではない、今、

生活しているだけで精一杯」という子どもたちがた

くさんいる、その子どもたちに吉村市長らの政策は

どう映るのか？「首長やそのブレーンの『実績アピ

ール』のために教育改革があるのか」と提起し、今

学校に必要なのは生活のしんどい子どもたちにとっ

て、学校で過ごすこと・学ぶことの意味や将来への

展望が見いだせるような学びの場としての学校だ、

そのためにまだ関心を示していない住民にどうつな

がりを広げていくかが課題だと話しました。 

 「あすわか（明日の自由を守る若手弁護士の会）」

の橋本智子弁護士は、自分自身が子どもの時に学校

には窮屈や息苦しさを感じたこと、自分の子どもが

「苦登校」になって秋からフリースクールに通って

おり子どもと一緒にいろいろなことを経験し学ぶこ

とが楽しいことなどを紹介しながら、今のテスト重

視の在り方に疑問を投げかけ、誰のための学校かと

問いかけました。 

 現職の中学校の教員は府のチャレンジテストの結

果で学校ごとの内申の分布が決まるのに、台風の被

害の直後のとんでもない状況で今年のチャレンジテ

ストが強行されたのと、生徒の中には停電、断水、

コンビニもダメという最悪の状況の下にあって、そ

れでテストを受けさせる判断は不公平極まりないと

話しました。また、教育行政でも上意下達のやり方

が進む中で若手教員が熱く教育を語らなくなってい

ることを指摘し、めざす成果は数字に表れるものだ

けでなく、すべての子どもたちの幸福につながる総

合力だと話しました。 

インクルーシブ教育の大切さ 

 このパネルディスカッションの後、不登校の子ど

もに関わるフリースペースのスタッフが学校が不登

校の生徒を問題視し、子どもを休ませない姿勢は変

わっていない、学校を改善してほしいと発言した。

またダウン症の子どもとその家族が、子どもを自然

に受け入れて一緒に学んでいるクラスの子どもと先

生のようすを紹介し、インクルーシブ教育の大切さ

を話しました。そのほかに国際理解教育教育に携わ

る方や若手の先生のサポートに関わっている人々か

ら今の教育の現状と大阪市のやり方に対する疑問が

出されました。 

 最後に、集会実行委員会から今後の方向を示すま

とめが行われました。①集会実行委員会を「子ども

をテストで追いつめるな！ 市民の会」として今後

も活動する。②当面、大阪市との交渉を追求し、市

議会に対しても陳情書を提出する。③チャレンジテ

ストの問題性を明らかにしていく。ヒューマンチェ

ーンなどの行動に取り組む。④より広い人々に訴え

るためにリーフレットなどを作る等々の行動提起が

されました。 

（子どもをテストで追いつめるな！ 市民の会） 

http://no-testhyouka.cocolog-nifty.com/blog/ 

＊ ＊ ＊ 

２月15日（金）、大阪市役所前でヒューマンチェー

ンを行います。 

予定：18時15分～集会・リレートーク 18時50分

～ ヒューマンチェーン 場所：大阪市役所南西側 

学力テストの結果で教員を評価？ それで学校はよくなるの？ 

子どもをテストで追いつめるな！ 12・22 大阪集会が開かれました 

 ༂؉ฅ�Ѕ܆ആ༂ฅข�؆ฅ༏༂�ą؅ଅ༂�

ストの結果を教員の給与や学校予算に反映させる

方針を打ち出しました。このやり方ではたして学

校はよくなるのでしょうか？ 危機感をもった市

ข�؆ฅ 12 月 22 日、「子どもをテストで追いつめ

るな！ 12・22 大阪集会」を大阪市中央区のエ

ル・おおさかで開きました。 



（無駄話）               ＬＩＰ ２０１９／０２ 

〈４〉 

 人間の最も古い記憶は、平均４才と言われる。あ

る高名な作家は、生れ落ちて最初の産湯の記憶があ

り、そのときの木製の盥の木目を記憶している、と

書いていた。そんな馬鹿なと思っていたが、最近の

研究では否定出来ない特殊才能だと言う。私の場合、

具体的な最初の記憶は室戸台風である。この台風は、

1934 年 9月 15 日から16日に亙り、風速60m の猛

烈な強さで京阪神を直撃し、死者2702 名、行方不

明334名、負傷者14994名に及ぶ甚大な被害を残し

た。私は1930年の12月生まれだから、台風襲来の

時は満４才だった。養父、祖父、叔父が激しくきし

んで揺れる古い農家

の木製の雨戸を必死

で支えていた様子が、

恐怖心と共に鮮明な

記憶として残ってい

る。 

 

 それに次ぐ記憶は、

５才の秋のことであ

る。私が育った家の直

ぐ近くを石川が流れ

ていた。現在は上流に

滝畑ダムが築かれて、

水量は減少している

が、昔は澄み切った豊

富な水が流れ、村の子

供たちはこの川で泳

ぎ、魚を捕り、水遊び

を楽しんだ。其の中の

何人かは未だ５才にもならないのに、河童のように

水に潜り急流を泳ぎ渡っていた。私はその中の一人

だった。春の終わりから秋の初めにかけて、私は暇

さえあれば石川へ行った。そんな私たちを村人達は

川餓鬼と呼んだ。 

 

 当時、田舎には幼稚園という施設は無く、村の寺

が幼い子供達を預かっていた。いわゆる託児所であ

る。子供達は、朝９時から12 時までの午前中と、

１時から３時までの間、託児所に居て、唱歌を歌っ

たり、和尚さんの話を聞いたり、遊戯をしたりした。

寺の表門の入り口に大きな銀杏の古木があり、裏門

の所に５メートル四方の池があった。和尚さんはハ

ンサムで優しい人だった。 

 

 池には大きな食用蛙（牛蛙）が数匹いて、時々境

内に響き渡るような鳴き声を上げていた。何時か私

はこの蛙を捕まえてやろうと思っていた。池に近付

くことは禁止されていたので、なかなか実現しなか

ったが、室戸台風被害があった翌年の秋、腕白仲間

数人とこっそり池に近付いて身を乗り出し、棒切れ

で蛙を叩こうとしていた時、もたれていた池の竹垣

が崩れて私一人が池に転落した。池の深さは２メー

トルほどだったが、川餓鬼にとっては問題でなかっ

た。仲間達が「あきおちゃんが池に落ちた」と大声

で叫びながら和尚さんに知らせに行っている間に、

私は300メートルほど

離れた家に走り帰っ

て着替えをしてもら

った。 

 

 ５才の幼児が池に

落ちた出来事だった

為、大騒ぎになるの

は当然だが、落ちた

私は、ただただ恥ず

かしかった。どれだ

け大変な迷惑を周囲

の人々に掛けたかと

言う配慮も出来ない

幼児にとっては、恥

ずかしいだけの出来

事に過ぎなかったの

で、ためらう事も無く寺の表門から駆け戻った。

池に飛び込んだり、小型ポンプを引っ張り出して

水をかい出そうと大騒ぎしていた人達は、そこに

立っている落ちた本人を見てあきれ返ったり驚い

たりしたことと思われる。これは想定困難な出来

事に違いなかった。腹立たしい出来事だっと思わ

れる。多分、私は謝らなかったと思うし、池に落

ちて迷惑を掛けたことを両親に告白した記憶も無

い。ただ、後年父から聞かされた話では、寺と村

の駐在さんから厳重な注意をされたとのことであ

る。私は今でも悪たれ小僧だった自分を恥ずかし

く思っている。 

 文／画 鶴島昭雄  

「無駄話」(４) 

川餓鬼 



（うたかた話）            ＬＩＰ ２０１９／０２ 

〈５〉 

 前回は「アイヌの話」としてアイヌ語の言葉

から差別問題に発展しました。今回からは一転

して話を中世にまで遡ってみたいと思います。 

 日本の古典で有名なのは中世を彩る「源氏物

語」、随筆では「方丈記」「枕草子」「徒然草」だ

と思います。（和歌関係は別としまして）随筆と

云えばすぐに思い出されますのは哲学書ではパ

スカルの「パンセ」、モンテーニュの「随想録」

が世界的に有名ですが、現代の我が国の随筆と

しては「正岡子規」「夏目漱石」「寺田寅彦」そ

の他島崎藤村も「おさなものがたり」や「幼き

ものに」と題して随筆を出版されています。 

 今回は中世の三大随筆について書いて行きた

いと思います。 

 中世の三大随筆と云えば清少納言の「枕草子」、

鴨長明の「方丈記」、そし

て卜部兼好（吉田兼好）

の「徒然草」だと思いま

す。 

 三大随筆の書き出しは

皆様も色々な機会で読ま

れていると思いますが、 

○清少納言の枕草子の書き出しの一節は 

「春は曙。ようようしろくなり行、やまぎはす

こしあかりて、むらさきだちたる雲のほそくた

なびきたる。……「夏はよる。」「秋は夕暮。」「冬

はつとめて。」と続きます。 

○鴨長明が著した「方丈記」の書き出しは  

「行川のながれは絶えずして、しかももとの水

にあらず。よどみにうかぶうたかたはかつ消え

かつ結びて久敷くとまる事なし。」で始まる、時

の都の出来事を書いた方丈（一丈四方）の庵で

の記録です。 

○三つ目の卜部兼好（吉田兼好）が著した「徒

然草」は序段で 

「徒然なるままに、日暮らし、硯に向かひて、

心にうつりゆく由無し事をそこはかとなく書き

付くれば、あやしうこそ物狂ほしけれ。」で始ま

る序段から二百四十三段もの長い随筆です。 

 中世の三大随筆の書き出しを総て書いてみま

したが、総て有名な言葉で、皆さんも何処かで

聞かれた事のある一節だと思います。 

 

 まず岩波文庫本で 32 ページ（下段に注釈付き

と）一番短い「方丈記」を取り上げて見たいと

思います。「方丈記」は随筆と云うよりも当時の

都の災害記と云った方がこの本の内容をよく表

しているように思います。 

 著者の鴨長明の父親は下賀茂神社の「正禰宜

惣官」を務めた鴨長継で、下賀茂神社は上賀茂

神社と共に賀茂神社として平安京を守護する役

割を担って来た都の大切な神社です。長明は幼

い時から賀茂の流れを見て育った関係で「方丈

記」の書き出しの文章が出て来たのでは無いか

とも云われています。賀茂の流れは院政時代の

権力者白川院が自分の意

のままにならないものが

三つあるそれは「鴨川の

水、双六の賽、山法師」

といわれた有名な言葉が

有るほど、鴨川は都に於

いては度々洪水を起こす

暴れ川だったそうです。 

 彼は書き出しの文章に続いて都では昔有った

大きな家は小さくなり、昔見た人は 30 人ほど居

たが今では一人二人しか居ないと世の無常を書

いています。この無情が「方丈記」を一貫して

貫いている背骨だと思います。 

「方丈記」を内容的に見てみますと 1）安元の

大火、2）治承の竜巻、3）福原への遷都、4）養

和の饑饉、5）元歴の地震の五つの災害記とも言

えると思います。彼は歌人としても有名で歌林

苑に属し歌論集「無名抄」を著しています。 

 この「方丈記」の内容の詳細については次回

に譲りたいと思います。 

 

 今回は岩波文庫の「方丈記」、「徒然草」、三祢

井書店の「無名抄」と放送大学の教科書「方丈

記」と「徒然草」（島内裕子）のお世話になりま

した。            ├ 小田川徳男  



（五行歌・自閉症講座）           ＬＩＰ ２０１９／０２ 

〈６〉  

俳
句

し
て

 
 

 
 

今
栄

菊
子

 

季
語

の
多

さ
に

悩
ん

だ
が

 

五
行

歌
習

って
 

気
分

も
軽

く
 

自
分

の
歌

が
歌

え
そ

う
 

 「
暖

か
く

な
った

ら
 

 
 

え
み

こ
 

会
お

う
ね

」
 

友
の

声
が

聞
こ

え
る

 

賀
状

手
に

 

春
を

待
つ
 

 同
じ

お
墓

に
入

った
ら

 
 

 
Ｔ

よ
い

こ
 

骨
が

チ
ャ

ン
バ
ラ

し
そ

う
 

義
母

と
私

の
同

居
 

十
年

す
ぎ

る
と

 

た
だ

 
可

愛
か

った
 

五
行

歌
（

ご
ぎ

ょ
う

か
）

と
は

…
…

五
行

で
書

く
短

い
詩

。
字

数

や
季

語
な

ど
の

制
限

は
な

く
、

自
分

の
お

も
っ

た
こ

と
、

感
じ

た

こ
と

を
、

そ
の

ま
ま

言
葉

に
し

て
書

き
ま

す
。

枚
方

で
は

、
五

行

歌
ひ

ら
か

た
歌

会
(連

絡
先

：
0
9
0
-5
8
9
3
-5
6
3
5

）
が

、
月

一
度

、

歌
会

を
行

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

作
品

の
中

か
ら

、
Ｌ

Ｉ
Ｐ

編
集

局

が
「

気
に

な
る

う
た

」
を

選
び

ま
し

た
。

 

 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１９／０２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

音楽でリフレッシュ！ 
快い音でゆったりとした楽しい時間を仲間と一緒に思いっき
り声を出して心身共にリフレッシュしませんか？ 
◆日時：２月12日（火）13：00～12：00 
場所：南部生涯学習市民センター ２階音楽室 

◆日時：２月20日（水）14：00～15：30 
場所：サンプラザ生涯学習市民センター ５階視聴覚室 

※参加費：500円（初回無料） 
※申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！   担当：中嶋 
           ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

【講演会】今こそ批准を！ 
～女性差別撤廃条約「選択議定書」～ 

「女性差別撤廃条約」は、政治、経済、社会などあらゆる分野

で女性差別をなくすことを定めた条約で、日本は1985年に批

准しました。しかし、条約締結した189か国中109か国が批

准している条約の選択議定書については、日本は未だに批准し

ていません。 

 選択議定書は、個人またはグループが不当な差別を受けた場

合、国連の女性差別撤廃委員会に対して、申し立てができると

いう個人通報制度を定めています。選択議定書を批准する意義

は何か。日本のジェンダー平等を進めるためには何が必要か。

国連の女性差別撤廃委員会の委員で、弁護士の林陽子さんをお

招きし、お話をうかがいます。 

＊日時：２月３日（日）14時～16時（受付 13：30～） 

＊場所：ドーンセンター ５階 セミナー室２（京阪電車・大

阪メトロ谷町線「天満橋」駅下車 １番出口より東へ約350ｍ） 

＊講師：林陽子さん（弁護士・国連女性差別撤廃委員会委員） 

＊定員：30人 

＊参加費：無料 

＊申込・問合先：（メール）g.mikoshi＠etude.ocn.ne.jp 

             （ＦＡＸ）０６‐６３７６‐０２２６ 

＊主催：特定非営利活動法人 グループみこし 

「枚方自閉症児(者）親の会」３月例会 
＊日時：３月１日（金） 10時～12時 
＊場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 
＊連絡先 松崎 072-945-3014 

     鬼塚 072-841-3515 

やんちゃっ子チャリティコンサート 
＊とき：２月１７日（日）１３時３０分（開場１３時） 

＊ところ：楠葉生涯学習市民センター大集会室（２階） 

＊出演：一部 トーンチャイムかがやき隊 

    二部 オハナヒラ 

＊参加費：無料（会場でカンパをお願いします） 

福島の子どもたちの健康を願い保養の取り組みを続けていま

す。カンパは福島からの交通費等に使わせて頂きます。 

＊主催：やんちゃっ子ひらかた 

＊連絡先：０９０－６３２８－４００６（佐藤） 

Ｄサポーターズ 講演会のおさそい 
「軍事大国化の流れと教育」 西谷文和氏講演会 

＊日時：3月23日(土)14:00～ 

＊場所：サンプラザ3号館5階視聴覚室 

＊講演者：西谷文和（フリージャーナリスト） 

＊演題：「軍事大国化の流れと教育」 

＊チケット 前売り８００円、当日１０００円 

＊＊＊無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ＊＊＊ 
・バザー  3/20(水)・3/27(水) 

：市役所前の岡東町公園にて   10:30～ 

・廃油回収 2/19(火)：津田支所前にて 10:30～12:00 

              3/19(火)：枚方市役所前にて 10:30～12:00 

・フリーマーケット  2/21(木)：障害者労働センターにて 

        10:00～ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

障害者労働センター   枚方市中宮山戸町10-12-101 

 TEL 072-848-0508 

ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

障害者の親亡き後を考え学ぶ会 
第４回 学習会のおさそい 

〈ある日突然障害者を介護する家族が病気になったり、入院を

余儀なくされたとき、あなたはどうしますか？〉 

 

午前の部は、上記のテーマでグループに分かれて意見交換し問

題点を考えます。 

午後の部は、「障害者の生活と権利を守る全国連絡協議会」の

会長中内福成さんに午前の部を受けてお話をしていただきま

す。 

◆日時：2019年2月13日(水)  

10時受付 10時半開始   3時半終了予定 

◆会場 ：ラポールひらかた3階第1研修室 

◆定員：50名（先着順）  ◆参加費 500円 

※申し込み  森田洋子 090-2117-7043 まで 

講演 「鉄砲の伝来と科学」 
なんでも鑑定団 鑑定士  講師：澤田 平先生 来演 

収蔵の名品・珍品も展示 
＊日時：平成３１年２月２３日（土） 

＊開場：１３時００分 

＊開演：１３時３０分～１５時３０分 

＊場所：メセナひらかた会館６階大会議室 

＊参加費：３００円 

＊申込み：ＦＡＸまたはメールにて下記事務所に２月５日（木）

から受付 先着順 

＊申込先：ＮＰＯ法人大阪府民カレッジ「ひらかた校」 

〒540-0006大阪府大阪市中央区法円坂1-1-35 

       大阪市教育会館内 

ＴＥＬ：06-6360-4565 FAX：06-6360-4410 

メール：info＠kumin-humin-college.com 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 163 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（３月号）は、２月２４日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ カフェレストラン風鈴火山 [枚方市牧野阪2-5-19  072-856-3799] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

30,892 前号から繰り越し 

2,000 応援団寄付 

9 銀行利息 

▼560 郵送代 

▼500 １２月ロッカー代 

▼4,120 １２月号印刷代 

27,721 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

関山 域子さん 

New 

■先月号に書いた、ポン菓子屋さんの模擬店の店頭に

飾る「電光掲示板」ですが、次回のポン菓子屋さんでお

披露目できそうです♪ 下記の「食と暮らしのマーケ

ット」に出店予定です。ぜひどうぞ。（ｗ） 

 

■ＬＩＰは市民が伝えたいことを書き、市民が印刷し、

市民が配布する地域密着型情報紙です。 

あなたも紙面に登場してみませんか？ 

食と暮らしのマーケット 紅梅 
 
梅が咲き誇る意賀美神社で自然と向き合いながら育まれ

た昔ながらの暮らし・食・ものづくりの良さを伝えるマー
ケットを開催します。ワークショップを楽しみ、音楽に身
をまかせのんびりと休日を過ごしませんか。 
 
＊日時：2月24日（日）12:22～15:22 
＊場所：意賀美神社 枚方市枚方上之町 
＊主催：Repos de midi 
＊後援：枚方市 


